
【地域活性化総合特区】岡山型持続可能な社会経済モデル構築総合特区

～ＡＡＡ（エイジレス・アクティブ・アドバンスト）シティおかやま～ ［岡山市］

AAAの考え方 介護サービスの質の評価 介護ロボット技術の活用

○将来負担の抑制
○産業集積
○健康寿命の延伸
○QOLの向上
○消費拡大
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３つの側面から評価

【目標】

・高齢者が、介護が必要になっても住みなれた地域で暮らしていくことが出来るよう、在宅生活を支援する。

・少子高齢化の進行に伴う様々な課題に対し、将来負担の抑制・産業振興・地域包括ケアの発展・生涯現役社会の推進等に

取り組み、超高齢化社会を乗り越えるための新しい社会経済モデルを構築する。

【取組概要】

・通所介護や訪問介護のサービスの質を評価し、その取組や成果に応じインセンティブを付与

・市内の要支援・要介護者等や介護事業所に、介護保険給付の対象となっていない新たな介護ロボットを貸与

・社会参加や就労活動を推進することによる、高齢者の生きがいづくりや自立支援の推進

コミュニケーションロボット 日常生活支援

移動支援 服薬支援

在宅に特化した持続可能な社会経済の構築
ほか
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